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研究成果の概要（和文）：　精神疾患患者は、1.自己衛生管理が困難、2.異食行動、3.閉鎖的環境・長期入院が
多い、4.自覚症状の訴えが困難、5.患者の協力を得られにくい等の特性から、特別な感染対策が必要である。B
市中精神科病院で、アンケート調査、病棟のラウンド調査（環境培養調査）などを行い、調査結果から市中精神
科病院に必要な感染対策について検討した。
　優先度の高い感染対策は、1.初期対応を迅速に開始できるシステムの確立、2.周辺地域の感染症流行情報を把
握し、対策を段階的に実施できる組織体制の構築、3.感染源持込み防止策の充実、4.目的に応じた環境整備によ
る医療関連感染防止と衛生的療養環境の維持であると考えられた。

研究成果の概要（英文）：　Psychiatric patients present extraordinary challenges: 1. Poor hygiene, 2.
 Pica, 3. Closed-environment, long-term, hospitalization, 4. Inability to report symptoms, and 5. 
Uncooperativeness. They can be both source and susceptible host of infection, so preventing 
outbreaks requires special measures.We conducted a questionnaire, observed ward rounds, and cultured
 environmental samples. From our findings, we intervened as needed to prevent outbreaks. 
　High-priority infection countermeasures in municipal psychiatric hospitals can prevent 
healthcare-related infections and maintain a hygienic environment for treatment by: 1. Establishing 
a rapid early response system, 2. Building an organizational structure to capture outbreak data from
 nearby regions and implement stepwise countermeasures, 3. Preventing imported infections, and 4. 
Suitably improving the environment.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　OECDによると本邦の精神科病床数は人口1000人あたり2.63床と世界1位であり、2位のベルギー（1.37床）の約
2倍と軽視できない領域である。市中精神科病院の多くは感染管理専門家が不在であり、感染対策の取り組みが
遅れている。これらの病院に共通した問題点や必要な取り組みを明らかにしたことで、感染管理専門家が不在の
市中精神科病院でも、患者特性や療養環境の特徴に特化した感染対策の実践が可能となったと考える。今回の研
究成果を、市中精神科病院や知的障害者及び高齢者が入居、通所する社会福祉施設などに情報発信することで、
感染対策のレベルアップを図ることが可能であると考える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 OECD の 2016 年調査によると、本邦の精神科病床数は人口 1000 人あたり 2.63 床と、2位のベ
ルギー（1.37 床）の約 2倍であり、決して軽視できない領域である。精神科患者の特性として
は、感染に対する脆弱性（自己衛生管理能力が低い、糞便や床に落下した物を食べる等の異食
行動、閉鎖的環境、長期入院患者が多い）、感染源になる可能性（自覚症状の表現が困難、隔離
や行動制限への協力が得られにくい）などがある。つまり、患者自身が感染症に罹患しやすい
と同時に、感染源となりうる可能性も高いのである。従って、医療従事者には感染症・感染対
策への充分な知識や技術を習得し、実践する力量が求められる。しかしながら先行研究による
と、アンケート結果から、標準予防策を「知らない」と回答した職員が 60～80％と非常に高く、
感染対策委員会が設置されていない、感染対策マニュアルが存在しないといった施設も多い状
況であった。 
医療関連感染を発生させたくないという職員の思いと、患者特性から致死的感染症のアウト

ブレイクがいつ発生してもおかしくない現状では乖離があり、感染管理体制を整備し、確立す
ることが急務の課題であった。 
 
２．研究の目的 
 精神科病院は、衛生管理能力が低く、自覚症状の表現が困難であり、認知・理解力が低下し
ている患者が長期間の集団生活を送っているため、医療関連感染を起こすリスクが極めて高い。
感染対策委員会が未設置であり、マニュアルが策定できていない施設も多く、アウトブレイク
発生後、感染管理専門家に支援を要請しているのが現状である。ノロウイルスやインフルエン
ザのアウトブレイク対策、再興感染症である結核や抗菌薬の効かない薬剤耐性菌対策などに対
し、感染管理専門家が介入して感染管理体制を整えることが急務の課題であると考えた。 
そこで、市中精神科病院に特化した感染対策上の問題点、および精神科患者の特性や精神科

病院の特徴を踏まえた感染対策の取り組みを明らかにし、精神科患者や精神科病院と多くの共
通点を有する高齢者や障害者が入居する社会福祉施設などにも広く情報発信して、これらの
人々を感染症から守ることを目的とした。 
 
３．研究の方法 
精神科病院の感染管理体制を整備し、職員の感染管理に対する認識が向上することで、結核

や流行性ウイルス性疾患等への罹患やアウトブレイク等の予防、感染拡大防止を図る。 
（１）国内の精神科病院における感染管理への取り組みの現状について情報収集する。 

    国内の精神科病院における感染対策の現状を把握するため、精力的に感染対策に取り
組んでいる施設の現状を情報収集した。また、取り組みが停滞している多くの中小規模
精神科病院や市中精神科病院の現状を把握するために、研究協力病院における感染対策
の現状を把握し、問題点を抽出した上で、それに対する取り組みを行い、取り組み成果
を評価した。 

（２）徳島県の B市中精神科病院における感染管理の向上に向けた取り組みを行った。 
①感染管理への取り組み状況の現状を把握し、問題点を抽出した。 

    全職員の感染対策に対する認識を把握するためのアンケート調査を実施し、また感染
対策の現状を確認するための感染対策ラウンド（療養環境の培養調査も含む）を実施し
た。 

②問題点に対する改善策を実施し、介入前後を比較して評価を行った。 
   アンケート結果や感染対策ラウンド、療養環境培養検査などを行った。取り組み結果

をフィードバックし、職員の感染対策に対する知識や認識が向上することを目標に、年
2 回の職員全体研修を開催した。また取り組み成果を評価するために、アルコール手指
消毒剤使用量、インフルエンザおよびノロウイルス感染症の感染率のサーベイランスを
開始、継続した。 

（３）精神科病院や精神科患者の特性は、高齢者や障害者とも多くの共通点があり、本研究
結果は社会福祉法人などにも有用であるため、国内外の学会において広く情報発信した。 

 
４．研究成果 
 精神科病院は、閉鎖的空間による長期入院施設であること、患者は異食行動や嘔吐物や排泄
物を適切に取り扱うことができないなど衛生管理能力が低いことにより、アウトブレイクを起
こすリスクが非常に高いことが予測された。このため、市中精神科病院における感染対策の問
題点を抽出し、介入方法の検討、実施、評価を行った。 
アルコール手指消毒剤使用量は、2016年度60780mlから2018年度81160mlへ1.34倍に増量、

インフルエンザ患者数は、2016 年度 43 名から 2018 年度 31 名と 0.72 倍に減少した。インフル
エンザの流行曲線では、2016 年度は 2峰性であり二次感染のためにアウトブレイクが長期化し
ていたが、2018 年度は 1峰性であり二次感染も認められず短期で終息していることから、組織
的な感染対策が定着してきたと判断した。 
 
 
 



 
 
 
                
                 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 
アウトブレイク対策として、患者特性と療養環境の特徴を踏まえ、院内の動線管理と目的別

環境整備の方法を追加した「中小規模精神科病院インフルエンザフェーズ別（流行段階別）感
染対策」や、関係機関と速やかに初動連携ができるよう「アウトブレイク発生時フロー」、また、
「感染症流行期別（目的別）環境整備の方法」を作成した。  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
これらの取り組み、および取り組み成果から明らかになった、市中精神科病院において優先

度の高い感染対策は、1.初期対応を迅速に開始できるシステムの確立、2.周辺地域の感染症流
行情報を把握し、対策を段階的に実施できる組織体制の構築、3.感染源持込み防止策の充実、
4.目的に応じた環境整備による医療関連感染防止と衛生的療養環境の維持であると考えられた。 
今回の研究成果を市中精神科病院だけでなく、患者特性や環境の特徴の共通点が多い知的障

害者や高齢者が入居、通所する社会福祉施設などに対して情報発信している。 
現在、A 知的障害者施設と継続した取り組みを行っている。精神科病院と多くの共通点を有

する一方で、療養施設である病院と生活そのものである社会福祉施設では全く異なる一面もあ
り、それぞれの特徴を踏まえた感染管理組織体制の確立に向けた取り組みを継続していく予定
である。 
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